[image: image1.emf]【純資産】

純資産合計

 

　　　　　　１，２４４億２，０９６万円



【流動資産】

現金・未収金   ３４億６，２３９万円

(うち歳計現金  １７億３，００３万円)



【負債】

固定負債　　　　５７０億８９３万円

流動負債　　　　　７２億５９２万円

負債合計　　６４２億１，４８５万円



【資産】

公共資産

道路、学校、公園、市庁舎等



　　　　　　１，７７５億１００万円



貸方

資産合計

         １，８８６億３，５８１万円

負債・純資産合計

              １，８８６億３，５８１万円

借方

【投資等】

基金（固定的なもの）、出資金など

    　　　   　７６億７，２４２万円

[image: image2.emf]会津若松地方土地開発公社

①会津若松文化振興財団

②中小企業勤労者福祉サービスセンター

③株式会社まちづくり会津

④会津若松市観光公社

１．地方公共団体

一般会計

①水道　②国保　③観光

④⑤湊町・西田面簡易水道

⑥下水　⑦市場　⑧区画

⑨農業集落排水　⑩介護

⑪個別排水　⑫三本松

⑬後期高齢

特別会計等

２．地方公社

４．第３セクター等

①会津若松地方広域市町村圏整備組合

②福島県市民交通災害共済組合

③磐梯町外１市２町１ヶ村組合

④福島県市町村総合事務組合

⑤福島県後期高齢者医療広域連合

３．一部事務組合等

会津若松市の財務書類４表【普通会計】
[image: image3.emf]期首資金残高…Ａ ９億２,５４７万円

当期収支（①+②+③）…Ｂ ８億４５６万円

①経常的収支 ８０億６，２０３万円

②公共資産整備収支 △２億８，９５３万円

③投資・財務的収支 △６９億６，７９４万円

期末資金残高（Ａ-Ｂ） １７億３，００３万円

[image: image4.emf]期首純資産残高…Ａ

１，２３０億７，３２８万円

純経常行政コスト…Ｂ

△３７３億６，０２７万円

財源調達（①+②+③+④）…Ｃ

３９２億７，４５８万円

　   ①地方税

１５４億８，４９８万円

　   ②地方交付税

１１１億３，３２３万円

　   ③その他の財源

２６億６，７１７万円

　   ④補助金等

９９億８，９２０万円

その他の変動額…Ｄ

△５億６，６６３万円

期末純資産残高　

Ａ-（Ｂ+Ｃ+Ｄ）

１，２４４億２，０９６万円

 
[image: image5.emf]市民一人あたりでは…

３８７億４，９３４万円 ３１万円

① 人にかかるコスト

（人件費、退職手当引当金等）

② 物にかかるコスト

（物件費、減価償却費等）

③ 移転支出的なコスト

（社会保障給付費等）

④ その他のコスト

（公債費など）

経常収益…Ｂ

　（使用料・手数料等）

純経常行政コスト

（経常費用-経常収益）Ａ-Ｂ

１６万円

１万円

１３億８，９０７万円

３７３億６，０２７万円

１０億１，８５２万円

１万円

３０万円

経常費用（①+②+③+④）…Ａ

８０億９，２６６万円

９７億２，９７９万円

１９９億８３７万円

６万円

８万円

[image: image6.emf]【資産】 【負債】

　①公共資産　　　　１４１万円 　　　　　　　　　 　　　　　５１万円

　②投資等　　　　　　 　６万円 【純資産】

　③流動資産　　　　　　３万円 　　　　　９９万円

資産合計 　　　　　　 １５０万円 負債・純資産合計　１５０万円

借方 貸方


[image: image7.emf]【資産】

公共資産



　　　　２，７２０億８，７３２万円



【負債】

固定負債　　９５４億３，４５８万円

流動負債　　１１０億９，９６３万円

負債合計　１，０６５億３，４２１万円



借方 貸方

【投資等】

基金（固定的なもの）、出資金など

    　　　   １００億２，２９４万円



【流動資産】

現金、未収金　９１億９，７４５万円

（うち資金　７５億２，２５２万円）



資産合計

         　　２，９１３億７７１万円

負債・純資産合計

              　　２，９１３億７７１万円



【純資産】



純資産合計

 

           　 １，８４７億７，３５０万円

[image: image8.emf]期首資金残高…Ａ ６６億８，６５１万円

当期収支（①+②+③）…Ｂ ８億３，６０１万円

①経常的収支 ９８億９０７万円

②公共資産整備収支 △６，７３８万円

③投資・財務的収支 △８９億５６８万円

期末資金残高（Ａ-Ｂ） ７５億２，２５２万円


[image: image9.emf]７５５億６，３１７万円

① 人にかかるコスト

（人件費、退職手当引当金等）

② 物にかかるコスト

（物件費、減価償却費等）

③ 移転支出的なコスト

（社会保障給付費等）

④ その他のコスト

（公債費など）

経常収益…Ｂ

　（使用料・手数料等）

純経常行政コスト

（経常費用-経常収益）Ａ-Ｂ

経常費用（①+②+③+④）…Ａ

１１１億３，４５８万円

１６０億４，６１２万円

４５６億６，６４５万円

２４７億２，９０１万円

５０８億３，４１６万円

２７億１，６０２万円

[image: image10.emf]期首純資産残高…Ａ

１，８３０億１，０２５万円

純経常行政コスト…Ｂ

△５０８億３，４１６万円

財源調達（①+②+③+④）…Ｃ

５３０億４，０４９万円

　   ①地方税

１５４億８，４９８万円

　   ②地方交付税

１１１億３，３２３万円

　   ③その他の財源

２５億５，１４３万円

　   ④補助金等

２３８億７，０８５万円

その他の変動額…Ｄ

△４億４，３０８万円

期末純資産残高　

Ａ-（Ｂ+Ｃ+Ｄ）

１，８４７億７，３５０万円




　　











　　　
連結財務書類４表





貸　借　対　照　表　





行　政　コ　ス　ト　計　算　書





純資産変動計算書





資金収支計算書





市民一人あたりの貸借対照表　人口125,820人（H23.3.31）








純資産変動計算書とは、純資産（貸借対照表の資産から負債を引いた残り）の１年間の変動を表したものです。








資金収支計算書とは、１年間の現金の流れを表したものです。








普通会計財務書類４表からわかる比率





○貸借対照表より社会資本形成の世代間比率


（公共資産が現役世代か将来世代かどちらの負担で形成されたか）


過去及び現役世代の負担率（純資産／公共資産）　７０．１％


　将来世代の負担率（地方債+未払金）／（公共資産）　３０．８％





連結財務書類とは、普通会計に加えて、各特別会計や、会津若松市と連携して行政サービスを実施している関係団体・法人をひとつの行政サービス実施主体とみなして作成する財務書類のことです。





会津若松市の連結の範囲








連結貸借対照表








連結行政コスト計算書





連結純資産変動計算書





連結資金収支計算書

















行政コスト計算書とは、貸借対照表に出てこない（資産の形成につながらない）人的サービスや社会保障給付サービスなどに使った１年間の費用を集計したものです。





貸借対照表は市の資産と、その資産をどのような財源（負債、純資産）で賄ってきたかを　　　　　　


一目で分かるようにしたものです。左側に『資産』を表示し、右側に『負債』及び資産と


負債の差額である『純資産』を計上しています。





会津若松市では、市民の皆様に、市の財政状況をより理解していただくために平成20年度決算から「新地方公会計制度」に基づく財務書類を作成・公表しています。平成22年度決算における普通会計の財務書類は次のとおりです。




















連結財務書類４表からわかる比率





○貸借対照表より


（公共資産が現役世代か将来世代かどちらの負担で形成されたか）


過去及び現役世代の負担率（純資産／公共資産）…６７．９％


　将来世代の負担率（地方債+未払金）／（公共資産）…３４．６％





○行政コスト計算書より


（行政サービスにかかった費用に対してどれくらい受益者負担があったか）


　受益者負担比率（経常収益／経常費用）…３２．７％





国民健康保険、介護保険会計と連結したことで、保険料などが含まれる「経常収益」が大きくなっています。





国民健康保険、介護保険会計と連結したことで、保険給付費などが含まれる「移転支出的なコスト」が大きくなっています。





水道会計や下水道会計等と連結したことにより、「負債」が大きくなっています





各会計と連結したことにより手持ちの現金などが含まれる「流動資産」が大きくなっています。





【概要版】











































































































